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日本ファミリーホーム協議会 会報 第４号                201４年３月20日発行 

ファミリーホーム みんなの広場 
                          （年４回／６月、９月、12月、３月発行） 

社会的養護における「育ち」「育

て」を考える研究会に参加して 
 

若狭
わ か さ

一廣
かずひろ

さん（前事務局長） 

 この研究会は、社会

的養護のもとで暮らす

すべての子どもの、つ

ながりのある健やかな

「育ち」「育て」を目

指して、各関係団体が

協力し、それぞれの立

場から様々な問題点を検討し合うという画期的な趣

旨のもと、始まりました。 

 社会的養護といっても、児童養護施設から乳児院、

里親、私たちファミリーホームだけでなく、自立援

助ホーム、児童自立支援施設、情緒障害児短期治療

施設といろいろあります。加えて当研究会は、母子

生活支援施設や児童家庭支援センター、児童相談所

や当事者団体からも委員が派遣されていますので、

まとめる座長は大変だったと思います。 

 発足当時(今でもですが)、措置されてきた児童の

情報を得る唯一の手段は児童票のみであり、たとえ

ば乳児院から里親、または児童養護施設から児童自

立支援施設へ措置変更する場合、お互いの施設が共

有する情報が限られていたため、手のかかる児童の

場合は、現場の職員が情報不足のため二度手間を余

儀なくされたり、知らなかったとはいえ児童の過去

のトラウマに触れてしまって事後の対応に苦慮する

といった事例が往々にしてありました。 

 そこで私たちは「育てノート」を成果物として作

成し、児童が施設を変更しても施設間で連続して運

用できるような情報源を提案しました、そして２年

目には「育てノート」をもとに、養育者が子どもと

一緒に作る「育ちアルバム」を発表しました。これ

は児童が自身の思い出として終生所有していてもら

うものです。このときに私は、これからはネット世

代であるから、いっそ「育ちアルバム」をペーパー

ベースではなく、スマホ等でも楽しめて音声や動画

も取り込めるゲーム感覚の電子書籍にしたらどうか

という提案と、それに伴い、少し無茶なプレゼンテ

ーションをしました(笑)。また３年目には「研さん

手帳」を制作。そして、そういった成果物を関係者

に対して毎年発表会を行いました。 

 研究過程では、和気あいあいとした雰囲気の中で

も侃々諤々（けんけんがくがく）とした充実した議論

が行われ、果たして私のような者がこの場にいてい

いのだろうかと、いつも思っておりました。 

 会議は半日の時もあり、合宿の時もありましたが、

委員の皆さんはさすがに有識者だけあって、会議慣

れ（？）されていて、無駄な発言や偏った独善的な

答弁、感情にまかせた発言をされる委員は1人もあ

りませんでした。皆さん、違う分野の声に真摯に耳

を傾け、理解し、反論すべき所は静かに論理的に持

論を展開されていました。 

 このような会はとても楽しく、私は毎回楽しみに

参加していました。社会的養護のニーズはますます

高まるばかりの昨今、私は任期満了により委員を交

代いたしますが、研究会は今後も時代に即した新た

な期待に応えてくださるものと信じております。 
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福岡市のファミリーホームを紹介します 
福岡市は里親等委託率を大きく伸ばした自治体として有名です。2004（平成 16）年には6.9％でしたが、

平成25年３月には31.1％と３割を超えています。また、2010（平成22）年４月には福岡市西区今津に日本

初の「ＳＯＳ子どもの村」である「子どもの村福岡」が設立されました。 

ファミリーホームの数は11、東京都（14）、大分県（12）に次いで高い設置数です。また、ファミリーホ

ームの方々は福岡市里親会「つくしんぼ会」でも重要なポストにつき、里親会を引っ張っています。 

 

 

阿南
あ な ん

知子
と も こ

さん（ファミリーホーム 阿南家） 

「ファミリーホーム阿南家」は「子どもの村福岡」が運営するファミリーホー

ムで、福岡市西区の外れの周囲を海に囲まれた静かな地域にあります。 

家の周りは畑という恵まれた自然環境の中にあり、子どもたちは行き交うトラ

クターに足を止めたり、様々な虫を捕まえたり、草花を摘んだりして毎日散歩を

楽しんでいます。先日は、散歩の途中でつくしを見つけて摘んで帰り、夕食の食

卓に並びました。 

そんな我が家は、小学校１年生（7歳）が一番年上で、幼稚園の年長（6歳）、

年少（4歳）、そして、３歳、２歳と続きます。最近の我が家は料理作りのお手伝

いをすることがブームです。１年生の男の子が冬休みに手伝いを始めたことをきっかけに、土日ともなると、

４歳、６歳、７歳が「今日はぼくが作る」「明日は私が作るとよ」と言って、順番を決めて作るほどです。 

先日、７歳の男の子が「大きくなったら、コックさんになる」と言い始めました。すると、４歳の女の子

が「○○くんは大きくなったら、コックさんになるとよね。○○は大きくなったら、お母さんになる」と言

った後、「阿南さんは、大きくなったらおばあちゃんになるとよね」と言って、みんなで大爆笑となりました。 

 自分のエプロンを付けて台所に立つのが楽しくて仕方がない子どもたちです。３歳

の女の子も食器を拭いたり、片付けたりをしたがり、よく手伝ってくれています。そ

して、２歳の男の子の最近の口癖が「しあわせ」で、ご飯を食べては「おいしいね」

「しあわせ」と言っています。その一言で、皆がほんわか温かい気持ちになれます。

元気な５人の子どもたちとの生活は賑やかで、たくさんの喜びを運んでくれています。 

 

 

天
あま

久
ひさ

真理
ま り

さん（天久ホーム／福岡市里親会会長） 
 

はじめまして！ 私は、福岡市城南区の油山のふもとにある「天久ファミ

リー」の天久です。 

 私は7年前に養育里親の登録をして、すぐに5歳半の女の子を受託。2年

後には福岡市独自の制度だったファミリーグループホームに、それから2年

後に国のファミリーホームに変わりました。それに伴い、私もそれまで 30

年以上勤めていた保育園から専任従事者としての仕事に就き、24 時間子ど

もまみれの生活になっています。 

 家族構成は、幼稚園年長さんの女の子、小2の男の子、小3、小5、小6

の女の子、中1の男の子、それに87歳になる私の母と私たち夫婦の計9人

家族です。 

 昨年の春までは、子どもは全員小学生以下だったので、どこに行くにも、何をするにも、私が計画を練っ
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て実行すれば、皆それを従順に喜んでくれ、平和な日々を送っていました。 

ところが、昨年の5月の連休明け、小3の子がバスケのクラブに入ったのをきっかけに、小5もバスケ、

小2はサッカー、中１は塾へと、4人の子どもがバラバラの集団に所属することになったのです。それぞれ

が独立して自分でやってくれればいいのですが、「練習を見ていてほしい」だの「送り迎えしてほしい」だの、

要望は件数×人数となって襲ってくるものですから、私は送り迎えと習い事、宿題のチェックでいっぱい、

いっぱい。家の行事は吹っ飛んで、試合中心の日課が半年以上続きました。 

 今年になり、サッカーに熱心ではなくなった小2の子に転部を持ちかけ、うまくバスケに入ってくれたこ

とで、練習日の月・水・金は、早めに夕飯を済ませ、5時からは塾に行っていない小6と幼稚園の子（この

子は「小学校に入ったら、バスケに入る」と言っている）も連れて、バスケの練習の付き添い。練習を見な

がら、小6の子の勉強のチェックをしたりして、最近、やっとリズムのある生活がもどってきました。 

 

 

有吉光
ありよしみつ

寛
ひろ

さん・準子
じゅんこ

さん（一般社団法人ディアコニア アガペヴィレッジ） 

 

 私たちは、1987（昭和62）年10月に里親登録が認められました。登録

のきっかけは、一人娘が授かった後、望みに反して２人目がなかなか授からな

かったこと。そして、尊敬する牧師によるアメリカの里親の話や、その牧師家

庭で預かっておられる里子たちとの出会いでした。里親登録の後は、微力なが

ら２人の子どもの里親を経験しました。 

 その後、福岡市から専門里親の講習を受けるように勧められ、資格を取った

ところ、すぐに福岡市からファミリーグループホーム指定要請の依頼が来て、

2005（平成17）年４月１日、四姉妹のうち上の３人がやってきました。６

歳、４歳、２歳の笑顔のかわいい子たちでした。そのときの児童相談所（福岡

市こども総合相談センター）の係の方の言葉は忘れられません。「姉妹を切り離したくないのです！」 

 すぐに幼稚園の年中入園、小学校１年の入学手続きをし、入園式、入学式とあわただしい春を迎えたので

す。２歳の子は１年間、保護者同伴の幼稚園プレ保育を経験し、翌年の春に３年保育で幼稚園に入りました。

そして、その１年後、四姉妹の末っ子が２歳４ヵ月で乳児院からわが家にやってきました。 

 2011（平成23）年３月、国の小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の制度化に伴い、一般

社団法人を設立し、四姉妹に５歳になったばかりの男の子を加えて、福岡市指定のファミリーホームをスタ

ートしました。2012（平成24）年７月には３歳の男の子も加わり、計６人の子どもたちと波瀾万丈の共

同生活を繰り広げてきました。 

 現在は、中３、中１、小５、小３、小１、幼稚園年少の年齢構成になっています。いちばん年長の女の子

はこの春、専願で菓子科コースのある女子高へと進学します。泣いたり笑ったり、毎日がドラマのようなフ

ァミリーホーム事業も、私たち夫婦を支える有能なスタッフがあってこそ、継続されています。 

 子どもたちの実親に勝ることはできませんが、大人としての責任や愛情によって正しい人生の道標を示す

ことはできると信じて、子どもたちの人生を、子どもたち自身が選び取っていく力を養育していきたいと願

い、祈りつつ暮らしています。 

 

＊子どもたちの健全な成長へ向けて、最もよいものを与えること 

１ 規則正しいリズムある生活 

  ・生活リズムの大敵であるテレビはなし。 

  ・食育は教育、しつけの大切な基盤。共に三度の食事をすること。 

  ・早寝早起き、幼児から小学生は午後９時就寝を励行する。 

２ 勉強、学習、体験について最善最良の人とチャンスを与える。 

  ・塾選び、良い諸活動への参加、よい友だちづくり 

３ 子どもの意志を育てる 
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  ０～６歳までは子どもの意志を育てる時期。その意志を育てる温床の再構築。 

時々刻々チャンスを逃さないで、子どもの自由意志を引き出し、育てる。 

４ 母親との積極的な交流、親もともに育てる覚悟で！               （記・光寛さん） 

 

 

井元
い も と

常之
つねゆき

さん、誠子
せ い こ

さん（わらべの家） 

 

我が家「わらべの家」は、博多区にあります。北は福岡空港・

南は御笠川に面する環境です。 

構成は、子ども達2男４女と我々夫婦の8名です。学年はそれ

ぞれ、幼稚園年少（3歳）、年長、小学2年生・3年生・5年生、

そして高校2年生です。養育補助者は４名です。 

「わらべの家」の生活は、朝５時から始まります。起床後に身

の回りを整え、小学生３名は早朝学習をしてから朝食です。高校

生は朝食の後、弁当持参で学校の朝補習に向かいます。小学生は

登校準備のチェックを経て、７時半に登校します。幼稚園児は、

８時半に起床して朝食をすませ、９時半にそれぞれの園に登園し

ます。全員登校後は、各部屋のチェックと掃除の毎日です。子ど

もの行事がある場合はそれに出向きます。 

「わらべの家」のモットーは、それぞれの“集団”に入ったとき「自分が困らないようにする」です。自

分の気持ちを自分の言葉で、他人に正確に伝えることができることを目指しています。 

そのためのツールとして、最低限度以上の学力をつけようと努力しています。最終目標は“自立”ですが、

なかなか思うように進まず、「１歩進んだかと思いきや２歩後退……」と、あっという間に過ぎる毎日です。 

今後の課題として「他の大人たち（特に学校の教員）に対して、どのように接していくのが最適なのかを

見出すこと」があります。「里子」という境遇に対しての“かわいそう”という先入観から生じる子どもたち

への態度に困ってしまうことが多々あり、どういう接し方がこちらの望む対応につながるのか……とても難

しく感じています。 

「大きな心で、長い目で」と自分に言い聞かせ、“良い加減”を探りながらの日々です。（記・誠子さん） 

 

 

岩本
いわもと

健
たけし

さん、久美子
く み こ

さん（ぽこ・あ・ぽこ） 
 

 里親登録は夫婦とも2009年1月、2013年6

月よりファミリーホーム。 

 現在、夫婦のほか、子ども5人と犬1匹が暮らし、

2人の養育補助者のほか、さまざまな地域の人たち

に助けていただく。 

 場所は玄界灘に面した福岡市西区。松林を抜け、

海岸に出て、潮風に吹かれ、砂浜に打ち寄せる波を

見ていると、人間の世界のつまらない出来事を忘れ

させてくれる。 

 里親を始めた動機は、実子４人の子育てと身内の

年寄り達の介護が一区切りつき、少し余裕ができたので、世の中にお返しをさせていただこうという気持ち。 

 子どもたちも様々で、実親との再統合の見込みが無く、1人で生きていくしかない子どももいれば、実親

の家庭に戻ることが予定されるが、親の面倒を見ることになるであろう子どももいる。 

 心がけているのは、こども達の精神的な自立。自分の頭で考えて、自分で行動すること。行動した結果に

ついて、自分で始末をつけること。けれども心に空洞が開いたままでは、考えることも覚束（おぼつか）ない。 

 知り合いの農家が栽培した米や、素性のわかった食材できちんとした食事を作り、衣服や寝具の清潔を保

ち、身体的な安心感があって初めて心が開き始める。 

 心が開き始めると、道端のタンポポであれ、空を飛ぶ鳥であれ、季節を流れる事象が子どもたちの心の中
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で言葉を紡ぎ始める。「キャベツに青虫がいっぱい」「豆の芽が出たよ！」 言語化というのは、精神の成長

において欠かせない。 

 人間の精神にとっての言語は、植物の根にすれば水のような物かもしれない。水を媒介にして植物は栄養

を吸収するが、水が多すぎても根腐れを起こす。 

 人も植物も普段の言葉かけが何よりの栄養。ほんの少しの言葉かけで、勉強も仕事も楽しくなる。成長す

る楽しさを覚えると、子どもたちは自分で勉強し始める。               （記・健さん） 

 

 

江川
え が わ

隆
たかし

さん（若
わか

久
ひさ

えがおホーム） 

 

 はじまりは30年ほど前。結婚して数年経ってもなかなか子宝に恵まれず、

悩みました。悩みに悩んだ末、夫婦で話し合って、これからは他人様の子ど

ものお世話をしようと決心。いよいよ活動しようとした矢先、妻の妊娠が判

明したのです。が、決心したとおり、1973（昭和58）年6月から、様々

な事情で親と暮らすことができない子どもたちを預かるとになりました。 

 家庭が崩壊し、親と一緒に暮らせなくなった三姉妹、母親の入院で独りぼ

っちになった子、不登校の子や地域に住む身寄りのないお年寄り……。20

数年間で合わせて30人ほど、我が家で一緒に生活をしながらお世話をさせていただきました。そうした中、

2005（平成17）年、新聞で「里親推進フォーラム」が開催されるのを知り、受講しました。受講後、早

速里親登録を申込み、同年9月に里親登録をしました。翌10月に高校3年生の男児を預かったのを皮切り

に、6人の子どもを受託しました。 

里親登録してから5年後の2011（平成23年）3月、福岡市南区若久にファミリーホーム「若久えがお

ホーム」を開設。現在は5人の子どもたち（中3、中2、小６の女児、小４と幼稚園年少の男児）と陽気ぐ

らしをしています。 

 

 

佐
さ

志
し

信夫
の ぶ お

さん、京子
きょうこ

さん （ふくふくホーム） 
 

2005（平成17）年に里親登録し、2010（平成22）年

4月にファミリーホームの認定を受けました。子どもたちが

ふくよかに育つことを願い「ふくふくホーム」と名づけまし

た。 

平成22年5月16日の開所式には、児童相談所の小池係

長（当時）と職員、町内会長ほか、近所の方々にお集まり頂

きました。イベントでは、小学 2 年から 6 年生の 4 人の女

の子たちが舞台幕を彩って装飾し、オリジナルダンスと鼓笛

演奏を披露して、みんなから拍手喝さいを浴びました。 

町内会長がその様子を「ふくふくホームの紹介」として、

『松崎会館だより』の『町内点描』の新企画第1号に掲載してくださり、地域とのつながりを広げてくださ

いました。子どもたちにとっても、ファミリーホームに代わったことの意識づけになったことと思います。 

さて、当方は天理教の教会ですので、日々神様に感謝のお祈りと、お手伝いで生活の調和と統制をはかっ

ています。たとえば、6人当番制（6日に1回）での食器洗いやお風呂掃除。また、テレビのチャンネル権

で自分の好きな番組を見る。第1日曜の朝は近くのバス停や周辺のゴミ拾い。年２回の町内一斉清掃活動に

も参加しています。秋から冬にかけては道路の落葉掃除、冬場の土曜日の夜には、『火の用心』で拍子木を叩

いて町内を回っています。また、安全安心を確保するために緊急避難訓練も実施しています。そして、とき

どきは子どものお部屋訪問をして、お互いの心の内を話し合います。 

体験学習として、毎年春夏は鼓笛隊の合宿で忍耐とチームワークを培っています。天理教主催で行われる

子どもの祭典「こどもおぢばがえり」（毎年、天理市で開催）では、何万人もの観衆の見守る中、鼓笛隊のパ

レードに参加して輝きます。子どもたちの歓送迎会に併せて、大阪ＵＳＪを観覧したり、別府旅行等で思い
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出を綴ります。 

これまで37人の子どもたちを送り出し、その中には非行に走った子もいました。警察や裁判所に召喚さ

れたときなど、子どもとの魂のぶつかりが幾度もありました。 

しかし、私達は天理教の教祖の『人の子を預かって育ててやる程の大きなたすけはない』のお心と、戦災

孤児のために天理養徳院を設立した初代真柱の『人の子も我子も同じ心もて、おふしたてよこの道の人』と

のご精神を支えに、「育てる苦労、育つ楽しみ」を励みに過ごす日々であります。    （記・信夫さん） 

 

 

下河
しもかわ

敏
とし

治
はる

さん（ひまわりの家） 
 

 ひまわりの家は、福岡市の早良（さわら）区に所在しています。 

早良区の面積は、福岡市７区のうちで最も広く、北は博多湾、南は背振山地

で佐賀県に接し、南北に長い地形をして、区の中央を国道 263 号線が縦断し

ています。ひまわりの家はその中間ぐらいの重留という所にあり、国道から東

へ徒歩５分のところですが、ホームの西は油山の裾野にあるため、サルや狸、

猪がよく出没します。夏には、数は少ないですが蛍が舞い、市街地にありなが

ら自然豊かな土地柄です。 

ホームの名前の“ひまわり”は、花言葉の「あなたは素晴らしい」と、いつ

も太陽を向いている明るく暖かいイメージから付けました。ホームの定員は６

名で、現在は高校2年生の女子２名、中学３年の女子と2年の男子、小学６年

と２年の男子の６名の委託を受けています。思春期の男女なので不登校など大変なこともありますが、皆仲

良く、笑いの絶えないホームだと思います。 

 ホームの特徴のひとつは、18歳になって措置解除になっても、進学のためホームに残っている子や、「出

て行きたくない」と言って残っている子が定員外でいることです。また、わが家から巣立っていった子もし

ょっちゅう“実家”に遊びに来ます。 

もうすぐ23歳になるＭ子の場合は、結婚して子どもができたとき、産前産後の６ヵ月間も“実家”に里

帰りしました。しかも、産後はM子の旦那も一緒に、です。 

もともと、里親からファミリーホームに移行する祭、措置解除後もホームに残る子を想定して、居住スペ

ースを充分確保していましたので、どうにか対応できました。 

 Ｍ子以外でも、彼氏や彼女を連れて遊びにくるのが当たり前になっているので、わが家に委託中の子ども

たちも「お兄ちゃん」「お姉ちゃん」と呼んで慕っています。 

そして、私はＭ子のお陰で“孫”ができ、“じいじ”になって、今は孫にデレデレです。 

 

 

中島浪子
なかじまなみこ

さん（ファミリーホーム「とまと」） 
 

はじめまして！ ファミリーホーム「とまと」の紹介をさせていただきます。

「とまと」は現在、高校2年生、小学4年生、幼稚園の年長・年中、支援学園の

年中、1歳6ヵ月（一時預かり）の6名の子どもと、実子の長男、長男の嫁、孫

娘、専従者である私の10人家族と、常勤2名、緊急時及び夜間時1名のサポー

ターをいただきながら行っております。 

 「とまと」は、福岡市城南区油山、片江展望台の麓（かの有名な美空ひばりさ

んの観音様もあります）、油山観光道路を一本入った場所での生活で、小学校・中

学校はもとより、一足出れば病院、スーパー、銀行、JA、郵便局、高速道路と、

とても便利の良い場所に位置しております。 

さて、そんな中へ昨年12月19日、1歳5ヵ月の男の子との出会いです。とってもかわいい笑顔と激し

い泣き声、また長泣きに「オッ」と思うほどでした。三日三晩と言いますが、正にその通り。夜、腕から降

ろすと泣く、昼夜逆転の O 君でした。４日目の夜、「これ以上腕から降ろすことができなければ、センター

（児童相談所）へ相談しようか」と思うほどでしたが、少しずつ我が家に慣れてくれて、そばにいれば腕か

ら降ろしても夜眠るようになり、今では三食しっかり食べ、「いただきます！ ごちそうさま！ ありがと

う！」と小さな手を合わせたり、頭を下げるO君！！ とっても愛嬌があり、可愛くて仕方ありません。 

先日、地域サロンの際、皆さんにいっぱい可愛がっていただきました。共に、この小さなO君からエネル
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ギーを分けてもらっている気分です。「ますます頑張ろう」と思う「とまと」家族です。 

ファミリーホームを「とまと」と名付けた思いは熱いものがありまして、青から赤へと完熟していく、ま

た、「とまと」は大小さまざまで、いろんな食べ方があります。食べる人（育てる側）が生でも、煮ても焼い

ても、食べ方一つでどうにでも育つという思いから名づけました。 

 

 

村上奈
むらかみな

津江
つ え

さん（ファミリーホーム 村上家） 
 

NPO 法人「子どもの村福岡」が運営しているファミリーホームで、養育

者として子どもたちと生活している村上奈津江です。2013年7月からの、

まだまだよちよち歩きにもならないファミリーホームです。 

2012年3月、私が「子どもの村」の育親となる以前から里親子として生

活し、一緒に引っ越してきた男の子、育親になったと同時に受託した２人姉

妹、その半年後くらいに受託した男の子、そして、2013年7月に受託した

男の子の５人と共に生活しています。 

 不思議と似たものが集まるようで、姉妹はもちろんよく似ているのですが、

妹のほうと長男が顔立ちも言動もよく似ています。また二男がお姉ちゃんた

ちの行動を真似るため、自然と言動が似ていき、三男は見た目から二男と似

ています。おかげで、周囲の方から「みんなよう似とーねー」と言われることがあります。そして食欲も、

私に似てよく食べます。今はまだ中学生１人、小学生２人、幼児２人ですが、これから成長すると、どれだ

け食べるのでしょう？ 周りのFHの方の話を伺うと、我が家の２倍近い量！ モリモリ作ってしっかり食

べてもらえるように、私も補助者も料理の腕を磨いていこうと思っています。 

日々の生活は喜怒哀楽たっぷりで、１日１日があっという間に過ぎていきます。そんな日々の中、朝でも

昼でも夜でも、子どもたちとよく空を見ています。朝焼けと夕焼けの違い、雲の形や動き、月の形、空の色

……。眺めながら、いろいろな感想が子どもたちから出てきます。 

先日、外出先で二男が「お月様が見てるね～」と空を見上げていました。そして少し移動した後「お月様

がついてきよう！」と空を見上げて楽しんでいました。そこでふと思い出が蘇ってきました。「長男も同じこ

とを言っていたな～」と。こんなところまで似ていくものなのか、と何だか嬉しく感じました。子どもはよ

く持つ感想なのかもしれませんが。 

よく食べ、よく遊び、よく寝る、元気いっぱいの子どもたちと、これからも共に家族として時を重ねてい

きたいと思います。 

 

 

 福岡市里親会とファミリーホームの連携  

 

木村
き む ら

康
こう

三
ぞう

さん（たんぽぽホーム） 
 

福岡市の里親会「つくしんぼ会」では、平成23年度末から自己変革とも言

える機構改革を行い、活動を活発化させてきました。 

「つくしんぼ会」では現在、会長と副会長（2名）、会計（正・副）、理事（Ｆ

Ｈ代表）の６名がファミリーホームの事業者であり、養育者です。ファミリー

ホームが里親会の中核部隊であり、牽引力となっているとも言えます。 

「つくしんぼ会」の定例会は月 1 回、第 2 土曜日の午前中です。3 月 8 日

の定例会の後、5回目の「巣立ちのお祝い会」をしました。里親制度から巣立

っていく社会的養護の当事者たちの旅立ちを祝う会です。 

「つくしんぼ会」では、毎年夏に会員が素麺の物販をして、毎年 150 万円

前後の売り上げ資金を積み立ててきました。2000万円の収益金を蓄えるのが

目標です。 

昨年度までの4年間は、社会的養護の当事者１人当たり３万円の祝い金と５千円程度の記念品贈呈をして

きました。しかし、定例会での協議の結果、一時的な祝い金は廃止し、次年度より措置解除以降の自立の実

質支援のための無利子貸付を開始することになりました。無利子貸付は、東京のＮＰＯ法人「アン基金プロ
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ジェクト」をモデルとしていますが、認定ＮＰＯ法人「ブリッジフォースマイル」の「カナエール」（大学等

進学者への奨学金プログラム）とも連携をとりながら、行政を巻き込んだ取り組みに発展させたいという野

望を抱いています。「つくしんぼ巣立ちの基金」と名付けた基金も、今年５月には正式発足します。 

 来年の１月から２月にかけて、九州ブロックのファミリーホーム協議会の交流会を福岡市で開催します。

里親会、「子どもの村福岡」や「子どもＮＰＯセンター福岡」との連携の中で実施する交流会となる予定です。

皆さんとお目にかかれるのを楽しみにしています。    （九州ブロックファミリーホーム協議会副会長） 

 

木村康三さんには、第２号に「たんぽぽな日常」という文章を寄せていただきました。木村さんと「たんぽぽ

ホーム」のことがよくわかりますので、そちらもぜひご覧ください。 

 

●3月8日の「つくしんぼ会 巣立ち式」で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後列 左から、江川隆さん、木村康三さん、佐志京子さん、村上奈津江さん、佐志信夫さん、岩本久美子さん、

井元誠子さん、岩本健さん、中島浪子さん、井元常之さん 

前列 左から、下河敏治さんとお孫さん、藤林武史さん（福岡市こども総合相談センター長）、天久真理さん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

４月１日から新年度が始まるにあたり、会員の皆様に会費のお振込みをお願い申し上げます。 

年会費は、ファミリーホーム会員（１号会員／旧事業者会員）が40,000円（ファミリーホーム団体

損害賠償責任保険13,000円を含みます）、正会員（２号会員）が10,000円、賛助会員（３号会員）は

一口3,000円からとなります。 

ファミリーホーム会員の方へは、保険のご案内とともに会費納入依頼がお手元に届いていると思い

ますが、年会費の納入は３月末日までです。お早目の納入をお願い申し上げます。 

振込先：みずほ銀行 三ノ輪支店（店番号160） 

普通口座 1292439  日本ファミリーホーム協議会 

 

平成26年度の会費納入のお願い 
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障害児サービスを使っていますか？ 

 
 

 昨年６月発行の第１号でもお知らせしましたが、ファミリーホームにおいても里親と同様に、障害者総合支援

法による障害児の居宅サービスが利用できるようになりました。障害児の居宅サービスとは、居宅介護（ホーム

ヘルプ）、重度訪問介護、同行援護や行動援護などの移動支援、短期入所（ショートステイ）です。ファミリーホ

ームには障害のあるお子さんが委託されている場合も少なくないため、これは朗報です。 

 しかし、ファミリーホーム（小規模住居型児童養育事業）は都道府県の事業であり、障害児の居宅サービスは

市町村の事業であるため、「どのように利用したらいいのか、わからない」という声を聞きます。 

そこで、札幌市で児童発達支援センター「むぎのこ」を運営し、障害児サービスに詳しい「社会福祉法人麦の

子会」の総合施設長の北川聡子さんと統括部長の古屋好恵さんに、ファミリーホームのお子さんが使える障害児

サービスについて教えていただきました。なお、「麦の子会」では里親登録をしている職員が多く、北川さんと古

屋さんも里親として子どもを育ててきました。また、法人立のファミリーホーム「ガブリエルホーム」を運営し

ています。                                    （編集担当 村田） 

 

ファミリーホームの子どもたちが使える障害児サービス 

 

北川
きたがわ

聡子
さ と こ

さん（社会福祉法人麦の子会 総合施設長） 

古家
ふ る や

好恵
よ し え

さん（社会福祉法人麦の子会  統括部長） 

 

 

✿ファミリーホームで障害児サービスが使えるようになった経緯 

子どもに障害があったり、医師から何らかの診断を受けている場合、子どもの保護者は市町村に申請し、

地域の相談事業所で様々なサービスの計画相談を作ってもらうことができます。計画が受理されると、受給

者証が発行され、受給者証を所持している子どもは障害児のサービスを使うことができます。 

しかし、障害児サービスの中の居宅介護（ホームヘルプ）は「家庭」を対象にしたサービスであり、ファ

ミリーホームはこれまで法的には「施設」と位置づけられ

ていたため、使うことができませんでした。 

そこで、卜蔵康行会長・赤塚睦子前副会長、そして北川

が厚生労働省の障害福祉課に「ファミリーホームで暮らし

ている障害のある子どもにも、居宅介護のホームヘルパー

を利用させていただきたい」という要望書を持って、お願

いに行きました。 

その後、厚生労働省の障害福祉課が東京都の「坂本ファ

ミリーホーム」を見学してくださり、障害福祉課と家庭福

祉課の皆さんが行政上の壁を越え、力を合わせてくれたお

蔭で、「ファミリーホームは家庭養護である」との解釈のも

と、昨年（平成25年）4月から、ファミリーホームでも

ホームヘルパーを利用できるようになりました。 

  ▲写真左から、竹内透さん（ガブリエルホーム） 

北川聡子さん、古屋好恵さん 

✿利用できる具体的な障害児サービスの種類 

Q. どのようなお子さんがサービスの対象になりますか？ 

A. 発達に心配のあるお子さんで、「受給者証」を持っていることが条件になります。 

Q.どんな種類のサービスがありますか？ 
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A 児童福祉法と障害者総合支援法によるサービスがあります。児童福祉法による障害児サービスは通園や

通所を対象にしたサービスで、障害者総合支援法によるサービスは、日々の生活において利用できるサービ

スです。 

児童福祉法によるサービス 

支援の種類 サービス内容 対象者 

福祉型児童発達支援センター 

主に知的発達に心配のある就学していない

子どもを対象に、療育、指導を行い、日々

の生活や遊びの中で、人との関わりを通し

て情緒の安定を図り、早期療育の場として、

心身の発達を支援していくことを目的とし

ています。 

就学していない障害のある

児童 

医療型児童発達支援センター 

肢体不自由のある就学していない子どもを

対象に、運動療法、保育（遊び）等の早期

療育を行い、一人ひとりの心身の発達と生

活の自立を支援していくことを目的として

います。また、保護者に対しては、療育に

関する知識の習得や日常生活、就学等につ

いての相談援助を行っています。 

就学していない肢体不自由

のある児童 

児童発達支援事業 

就学前の心身の発達に心配のあるお子さん

を対象に、通所事業を通して、お子さんが

持っている力を充分に引き出し、運動面、

精神面の発達を促し、生活する力が身につ

くように援助することを目的としていま

す。 

就学していない障害のある

児童 

放課後等デイサービス事業 

学校に通っている児童・生徒を対象に、生

活能力の向上のために必要な訓練を行い、

社会との交流を図ることができるよう、障

害児の身体や精神の状況、置かれている環

境に応じて、適切かつ効果的な指導と訓練

を行います。 

就学している障害のある児

童（幼稚園児、大学生を除

く） 

保育所等訪問支援 

専門職員が保育所などを訪問し、集団での

生活に必要な訓練やスタッフへの助言を行

います。 

保育所や幼稚園、小学校な

どに通う障害のある児童 

 

障害者総合支援法によるサービス 

支援の種類 サービス内容 対象者 

居宅介護 

（ホームヘルプ） 

日常生活に支障のある家庭にホームヘルパ

ーを派遣し、自宅で入浴、排泄、食事の介

護などを行います。病院・診療所に定期的

に通院する時などに、車両への乗車・降車

の介助なども行える（通院等介助）場合も

あります。 

障害児の障害の程度に応じて、厚生

労働大臣が定める区分における区分

１以上に該当する障害児 

移動支援事業 

屋外での移動が困難な子どもが外出する場

合に、ヘルパーが移動中や目的地において

移動の介護や危険を回避するための支援な

どを行います。 

※市町村の事業のため、事業を行っていな

い市町村もあります。お住まいの市町村の

担当の課にお問い合わせ下さい。 

障害児の障害の程度に応じて、厚生

労働大臣が定める区分における区分

１以上に該当する障害児 
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日中一時支援事業 

障害のある人（児・者）を介護している人

が、病気・出産・事故・仕事等の理由によ

り家庭において介護できない場合に、一時

的に預かってお世話をします（宿泊は伴い

ません）。 

※市町村の事業のため、事業を行っていな

い市町村もあります。お住まいの市町村の

担当の課にお問い合わせください。 

日中において、介護する人がいない

ため、一時的に見守り等の支援が必

要となる身体障害・知的障害・精神

障害のある人 

短期入所事業 

（ショートステイ） 

自宅で介護する人が病気の場合などに、短

期間、夜間も含め、施設で入浴、排泄、食

事の介護等を行います。 

障害児の障害の程度に応じて厚生労

働大臣が定める区分における区分１

以上に該当する障害児 

 

Q. どこへ申し込めばよいですか？ 

A. 地域の区市町村へ申し込みの手続きを行ってください。窓口で「障害児の福祉サービスを利用したいの

ですが」と伝えると、担当の課につないでくれます。 

 

Q. 利用料はどうなっていますか？ 

A. 児童発達支援や放課後等デイサービス、居宅介護（ホームヘルパーの利用）、重度訪問介護、同行援護、

行動援護、短期入所（ショートステイ）は無料になります。 

 

✿ファミリーホームに入所している小学校５年生の男の子が利用しているサービス 

１．放課後等デイサービス利用の申請 

 市より障害児通所支援の措置決定通知書が交付され、利用します。 

 徴収金はありませんが、おやつの代等の実費分はかかります。 

 

２．居宅介護（身体介護）と移動介護申請 

 市より居宅介護（身体介護）、移動支援、登校支援の措置決定通知書が交付され、 

利用します。徴収金はありません。 

 

サービス名 利用できる時間数 実際の利用回数と利用時間 受けているサービスの内容 

身体介護 20時間 週 1回の利用（１回１時間） 入浴介助 

移動支援 30時間 週 1回の利用（1回 1時間） 
スーパーでの買い物、床屋さん、児童館、

病院受診等 

登校支援 月５日 隔週木曜日の朝 ヘルパーが子どもの登校に付き添う。 

 

 
 

「ブロック代表者会議」の報告 
 

 1月 23日（木）の午後、東京都港区赤坂の「い

きいきプラザ」の和室において、ブロック代表者会

議が開かれました。 

出席者は、卜蔵康行会長、元藤大士副会長、長谷

川寛治副会長、宮本昇事務局長の役員のほか、北川

聡子さん（北海道ブロック）、山本節子さん、岡野み

なみさん（関東甲信越ブロック）、

倉橋幸彦さん（東海・北陸・静岡

ブロック）、稲垣りつ子さん（中

国・四国ブロック）、大柳弘幸さん

（九州ブロック）、仲松美智子さん

（沖縄ブロック）、そして、会報担

当の村田和木の11人でした。 

 まず、各ブロックの活動報告を行い、東北ブロッ

クは卜蔵会長から、近畿ブロックに関しては元藤副

会長から報告がありました。その後、自由に意見交

換をしました。出てきた主な意見を挙げます。 

「ファミリーホームは要件を満たしていれば開設

できるが、要件がゆるすぎるのではないか」「自治体

によっては、補助者は子どもと関わらないのが前提

となっている」「ファミリーホームにもレスパイト

（一時休息の制度）が必要」「施設とファミリーホー

ムの違いが見えなくなっている」「群馬県では、赤い

羽根募金の助成金（20 万円）を活用し、自立する

子どもに運転免許をとらせている」など。意見は今

後の活動や会報作成に活かしていく予定です。 

（報告・村田） 
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九州、東海北陸静岡のブロック活動を紹介します 

 
 

「九州ブロック交流研修会」を開催 
 

報告：大柳
おおやなぎ

弘幸
ひろゆき

さん（大柳ホーム／大分県杵築
き つ き

市） 
 

１月29日（水）、30日（木）の両日、大分県別府市のホテル「ニューツルタ」で日本ファミリーホーム

協議会の宮本昇事務局長を招き、「九州ブロック交流研修会」が、ファミリーホームの事業者のほか、大分県

内の児童相談所職員や施設職員も含めて、約70名の参加を得て開かれました。 

初日は「九州ブロックファミリーホーム協議会準備会」と「交流会」を行いました。特に交流会では九州

各県と沖縄県からの参加者が活発に交流を深めました。大分県の物産抽選会など、楽しい一夜になりました。 

 2日目は、朝から「研修会」です。別府市にある「児童養護施設 光の園」施設長の松永忠氏の「日常の

さりげないお世話（抱っこ、髪結い、睡眠、遊び、泣く、笑う、など）が“治療的”意味を持っている」と

いう貴重な講演がありました。 

また、大分県全部のファミリーホームの紹介、九州各県から参加したファミリーホームからそれぞれの取

り組みが話されました。大分県中央児童相談所の荒木啓司所長が「大分のファミリーホーム・その今・そし

て課題とは」と題し、大分県のファミリーホームの現状と課題について話されました。午後３時の閉会まで、

楽しい中にも真剣な研修でした。 
 

【参加者の感想】  神谷
か み や

眞
まさ

行
ゆき

さん（みんなの家／沖縄県） 

沖縄県は、日本ファミリーホーム協議会において、８ブロック

のうちの１ブロックとして位置づけされています。その中で、ど

ういう形で九州ブロック協議会と連携していけるか、遠隔地なる

が故の課題を抱えての参加でした。 

沖縄県の現状とは異なり、各県のファミリーホームの設置状況

は、社会福祉法人、NPO 法人などの認可もあり、多様化してき

ていることに気づかされました。 

また、県によっては、ファミリーホーム設立に地域住民の反対

運動があったことや多数のホームが定員割れの状況にある実態等

の報告もあり、ファミリーホームの厳しい運営など、抱える課題

が顕在化してきていると思いました。 

今後、ファミリーホームの抱える課題をどう解決していくか、日本ファミリーホーム協議会及び九州ブロ

ックと沖縄ブロックとの密な連携の必要性を痛感しました。 

 交流会においては、各県のファミリーホーム関係者等と有意義な情報交換ができました。 

▲福岡市のファミリーホームの紹介 ▲「光の園」施設長の松永忠さんの講演 
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東海・北陸・静岡ブロック 宿泊研修と日帰り研修を行いました 

報告：倉橋
くらはし

幸彦
ゆきひこ

さん（くらちゃんハウス／愛知県） 
 

Ⅰ 宿泊研修（平成 25年 11月 15～16日） 
 金曜日の午後から土曜日の昼前まで、石川県片山津に

ある加賀観光ホテルにおいて、「ファミリーホームの絆を

強くする」の趣旨のもと、宿泊研修を行いました。 

参加者は、養育者12名と補助者３名、子ども1名の

計16名。ブロックで22軒のファミリーホームがある

中、１３軒の参加でした。 

参加費は 1 人当たり 11,700 円ですが、事業者会員

には8,000円の補助を出しました。 

 ゲスト講師は、ファミリーホームをよく知る伊藤貴啓

先生（名古屋芸術大学子ども発達学部准教授）に依頼し、

終日参加をお願いしました。伊藤先生とは、研修時間外

でもフランクにお話しでき、貴重な話をうかがえて、実

りのある研修でした。 

研修においては、ファミリーホームを始めた原点に帰

ることを目的に、それぞれのホームの実情を話す機会を

設けていただきました。 

その甲斐もあり、研修においても、懇親会においても

会話が弾み、エネルギッシュな研修会でリフレッシュ効

果も多分に感じられました。 

自立支援施設（旧教護院）にて夫婦住込み型の養育を

していた経験をお持ちの伊藤先生。ファミリーホームのみんなの気持ちを十分ご理解いただいたコメントが

印象的でした。懇親会も懇親会後も話題は尽きず、気がつけば夜中の２時。止めなければ、延々と続く養育

の話、非常に多くの勉強をさせていただきました。 

 反省点としては、２つあります。 

・なるべく多くのファミリーホームが参加できるように、早めに研修内容を案内すること、 

・研修計画を年度初めに組み、計画的に意思統一をして進めていくこと 

 なお、今回の研修では、「年度内にもう一度、研修会を行いたい」という声があがったため、日帰り研修会

を企画することになりました。 

 

Ⅱ 日帰り研修（平成 26年２月 14日） 
「私たちのファミリーホーム いつ語るの？ 今でしょ！」のテーマのもと、交流型の研修を企画しまし

た。会場は費用を抑えるため、愛知県の司法書士会館を借りました。 

その際、窓口になってくださったのが司法書士・行政書士の外山玲那さんです。本来なら「先生」と呼ば

なければいけない方なのですが、電話で「外山先生」と呼んだところ、「私は先生ではありません」と言われ、

私もこの分野には関心がありますので、参加してもいいですか？」と言っていただきました。本来ならば、

こちらが謙虚な立場でお願いをしなければいけないところを、ひっくり返されてしまいました。 

当日のバレンタインデーは記録的な大雪……。雪の影響で欠席された方もいましたが、21 ホーム中 13

ホーム17人の参加のもと、無事に開催できました。 

初めに、ワークシートを利用して、各ファミリーホームの１年の取り組みを報告しあいました。困ってい

ることだけではなく、良かったと思えることも記入しながら、和気あいあいの雰囲気で発表。外山さんの参

加もあり、遺産分割、名字変更、携帯電話に関するトラブル、助成金など、法律に関する質疑応答も飛び交

いました。「社会的養護を必要とする家族や、子どもの自立支援サポート法律相談活動をする中で、施設の方

とは交流の機会はありますが、家庭養護の方との交流はほとんどなく、大変勉強になりました。今後も何か

お困りのことがあれば、ご連絡ください」と外山さん。我々も大きな社会資源を得られた、大変実りのある

研修会になったと感じております。 

その後、大荒れの雪空も雨空に変わり……「凍った心も溶けました」。そんな人もいたのでは？ と思いな

がら、「しゃべる時間が足りない！」と言う方も。足早にみんなで名古屋飯を食べに繁華街へ。そこでも楽し

く有意義な時間を過ごさせていただき、熱いトークは終電近くまで行われました。 
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顧問を紹介します 
 

横堀
よこぼり

昌子
ま さ こ

さん（青山学院女子短期大学子ども学科 教授） 

 

私は、柏女霊峰前顧問の後をお受けして、2011（平成 23）年度より顧問

となりました。「日本初のファミリーホーム」と関係者に言っていただくことが

ある群馬の横堀ホームが私の実家です。そもそも、両親が勤務していた児童養

護施設で入所児童とともに育ちました。その後、まだ社会的養護のグループホ

ーム等の国レベルの制度がない中、家族で設立した実質ファミリー・グループ

ホーム（横堀ホーム）で、里親委託をはじめ、家庭生活を求める人たちととも

に暮らしあったことが私の原点にあります。 

都内の児童養護施施設で小規模ケアに従事し、両親とも働いた後、研究者と

なりました。現在、主に家庭養護への支援や、支援者の人材育成を手がけています。2013年3月に出され

た「里親及びファミリーホーム養育指針」やそのハンドブック執筆にも携わりました。 

 2014年3月まで、厚生労働省家庭福祉課ファミリーホーム設置運営の促進ワーキンググループの座長を

つとめ、委員である卜蔵会長ともご一緒に、ファミリーホームをこの先どのような留意点をもって展開して

いったらよいか、養育の質の担保をめぐって議論を重ねています。皆様にご協力いただいた厚労省発の全国

調査、運営上の理念や留意点、事例集が公表される予定です。 

また、今夏の大会を目指し、実践の方向性や倫理について規定する当会ならではの「倫理綱領」の検討を

始めています。皆様の考えをうかがう機会も作りますので、その際にはご意見をお聞かせください。 

ファミリーホームが家庭養護を担う実践として信頼され、子どもたちにとってかけがえのない育ちの場と

なることを願い、これからも皆様とともに具体的検討を進めたいと思います。よろしくお願いします。 
 

 
 

「子どもの村東北」開村に向けて 

ト蔵
ぼ く ら

康
やす

行
ゆき

（子どもの村東北理事／宮城県里親連合会会長 

日本ファミリーホーム協議会会長） 

 
 2011年３月の東日本大震災により、宮城県だけ

でも1000名を超える子どもたちが、両親、あるい

は一方の親を失ったほか、多くの子どもたちが過酷

な体験を強いられ、心に大きな傷を負いました。ほ

とんどの孤児は、祖父母、叔父叔母など親族のもと

での生活が守られていますが、今後も継続的な支援

が必要とされています。 

 大震災発生後の６月、「子どもの村福岡」の満留（み

つどめ）理事長など５名の方が宮城県及び岩手県を訪

問、現状の視察を行い、翌月、「子どもと養育家庭の

支援」と「子どもの村東北開村支援」の方針が「子

どもの村福岡」で決定されました。そうした支援に

応える形で「子どもの村東北」開設に向けた動きが

私たちの地元、宮城県仙台市で拡がり、2012年６

月、ＮＰＯ法人「子どもの村東北」（飯沼一宇理事長 

石巻赤十字病院名誉院長）が設立されました。 

その後、用地の選定や資金調達などいくつかの課

題がありましたが、仙台市太白区茂庭台に建設する

ことが決定、第１期としてセンターハウスと「家族

の家」３棟を備え、今年12月に開村すべく準備を

進めています（第２期として「家族の家」２棟を追

加予定）。現在は、子どもの養育にあたる育親（養育

里親）を募集しているところですが、その他、村長

や育親アシスタント、センタースタッフなど、村の

運営に関わる人材の確保が急務となっています。 

「子どもの村東北」では、被災した子どもの支援

を第一義に、広く社会的養護を必要とする子どもた

ちの家庭環境での生活の保障とその支援を行うほか、

地域の親子・子育て支援、地域の里親・里子支援、

社会的養護を広く社会全体で支えるための仕組みづ

くりなどを行っていきます。里親制度を利用しての

活動となるため、里親会やファミリーホームとの連

携は不可欠です。 
▼「子どもの村東北」の模型
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小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の実施状況 

（都道府県・指定都市・児童相談所設置市別／家庭福祉課調べ） 

 

平成 25年 10月１日現在               【注】定員充足率欄は、編集担当の村田が加えました。 

 都道府県名 ヵ

所 

定員 

（人） 

現員 

（人） 

定員充足

率（％） 

 都道府県名 ヵ

所 

定員 

（人） 

現員 

（人） 

定員充足

率（％） 

1 北 海 道 7 41 30 73.2 36 徳 島 県 1 6 6 100 

2 青 森 県 3 18 17 94.4 37 香 川 県 1 6 6 100 

3 岩 手 県     38 愛 媛 県 5 30 17 56.7 

4 宮 城 県 4 24 17 70.8 39 高 知 県 3 16 11 68.8 

5 秋 田 県     40 福 岡 県 5 30 21 70 

6 山 形 県 3 18 15 83.3 41 佐 賀 県 1 6 5 83.3 

7 福 島 県 1 6 4 66.7 42 長 崎 県 3 17 17 100 

8 茨 城 県 3 18 15 83.3 43 熊 本 県 1 6 6 100 

9 栃 木 県 1 6 6 100 44 大 分 県 12 72 56 77.8 

10 群 馬 県 5 28 20 71.4 45 宮 崎 県     

11 埼 玉 県 9 53 43 81.1 46 鹿 児 島 県 3 15 10 66.7 

12 千 葉 県 4 22 15 68.2 47 沖 縄 県 9 53 49 92.5 

13 東 京 都 14 84 62 73.8  市 名     

14 神 奈 川 県     48 札 幌 市 6 36 31 86.1 

15 新 潟 県 1 5 2 40 49 仙 台 市 2 12 5 41.7 

16 富 山 県 1 6 5 83.3 50 さいたま市 3 18 15 83.3 

17 石 川 県 2 12 10 83.3 51 千 葉 市 2 12 10 83.3 

18 福 井 県     52 横 浜 市 9 54 37 68.5 

19 山 梨 県 5 28 19 67.9 53 川 崎 市 3 18 11 61.1 

20 長 野 県 2 12 10 83.3 54 相 模 原 市 1 6 6 100 

21 岐 阜 県 1 5 2 40 55 新 潟 市 1 5 3 60 

22 静 岡 県 6 36 24 66.7 56 静 岡 市     

23 愛 知 県 6 35 27 77.1 57 浜 松 市     

24 三 重 県 3 18 5 27.8 58 名 古 屋 市 3 16 15 93.8 

25 滋 賀 県 10 59 43 72.9 59 京 都 市 1 5 4 80 

26 京 都 府     60 大 阪 市 7 42 33 78.6 

27 大 阪 府 5 30 17 56.7 61 堺   市     

28 兵 庫 県     62 神 戸 市 1 6 3 50 

29 奈 良 県 1 6 5 83.3 63 岡 山 市 3 18 11 61.1 

30 和 歌 山 県 3 18 13 72.2 64 広 島 市 1 6 6 100 

31 鳥 取 県 3 18 16 88.9 65 北 九 州 市 6 36 21 58.3 

32 島 根 県     66 福 岡 市 11 62 57 91.9 

33 岡 山 県 2 11 9 81.8 67 熊 本 市 2 12 6 50 

34 広 島 県 2 12 9 75.0 68 横 須 賀 市 2 12 9 75 

35 山 口 県 3 18 14 77.8 69 金 沢 市     

 合 計 218 1280 961 75.1 

【注】現員は措置費支弁対象のみ。対象外の「その他」は含んでいません。「その他」の人数は川崎市 1人、北九州市 3人です。
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「第 9 回 ファミリーホーム全国研究大会 in 北海道」の予告 

２回の実行委員会を経て、現在、下記のような内容となっています。詳しい大会要項は、４月中に皆さん

のお手元に届けるようにしたいと考えています。   （長谷川寛治／北海道ファミリーホーム協議会会長） 

 

●大会期間：８月２日（土）～３日（日）  ※今年は早めの開催になります。 

●大会テーマ：Familyhomes, be ambitious！―― 子ども達よ、未来にはばたけ！―― 

趣旨：ファミリーホームで暮らす子どもたちがハンディを乗り越え、未来へ向けて歩むともに、ファミリ

ーホームが家庭養護の担い手として確固たる礎を築き、すべての子どもが家庭で暮らすことができる社会の

実現を目指しましょう。 

●講演は２つです。 

１ 記念講演 竹田津 実さん（動物写真家、獣医師）、２ 基調講演 林浩康さん（日本女子大学教授） 

●５つの分科会を予定しています。 

・「養育の実践から学ぶ」 困りごと、悩み、喜びなどを語り合いましょう。 

・「ファミリーホームの運営」 運営に関する事例発表と課題提言 

・「養育補助者のスキル向上」 養育者及び養育補助者のためのコモンセンス・ペアレンティング 

・「子どもの視点で見た子どもの権利」 

昨年９月のＩＦＣＯ大阪世界大会で発表したボブ・ルイスさんの講演と参加者の意見交換 

・「共に暮らして親になる～家庭養護の神髄～」 芹沢俊介さんの講演と鼎談 

●会場（宿泊）は「シャトレーゼ ガトーキングダム サッポロホテル＆スパリゾート」です。 

屋内外の様々な温水プール、広々としたスパゾーン（風呂とサウナ）、岩盤浴・エステ・あかすりなどのリ

ラクゼーション、様々なショップやレストラン、キッズコーナー、ゲームコーナーなどがあります。 

●夏の北海道を満喫できる企画ツアーも予定しています。 
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編集後記 ◇３月 1日、国立武蔵野学院（埼玉県）で行われた「子どもの育ちをつなぐ～暮らしの場や養育

者がかわるときに大切なこと」に参加しました。２人の当事者が体験談を語ってくれましたが、16年間を施

設で過ごしたＮさんは養育者が８回交代し、15 年間暮らしたＳさんは担当者が 11 回も変わったと聞き、大

きな衝撃を受けました。職員の交代はいつも突然発表されるため、年度末から４月にかけては不安な時期だ

ったそうです。子どもの育ちをつなぐ以前に、育ちを分断させないようするのが先決です。分断されなけれ

ば、ライフストーリーワークも必要ないのですから……。◇1 ページ目に寄稿してくださった前事務局長の

若狭一廣さん。背景に映っているのは、奥様作のリボンレイです。リボンレイは、ハワイの伝統的な装飾品

であるレイをリボンで作ったもので、大変美しく、カラーでお見せできないのが残念です。（村田） 

 

定期総会を、例年通り ５月 20日（火） 13:00 から日本財団において行います。 

総会は、平成25年度の１年間の活動を報告し、新年度の事業計画に対するご審議をいただく大事な

場です。正式な総会資料、出欠確認書や委任状は後日郵送いたしますが、万障お繰り合わせのうえ、ご

出席くださいますようお願い申し上げます。 

会場は、昨年と同じく日本財団（東京都港区赤坂１丁目２-２）の会議室を予定しています。最寄り

駅は東京メトロ（地下鉄）の虎ノ門駅、もしくは溜池山王駅です。 

（日本ファミリーホーム協議会役員一同） 

定期総会のお知らせ 


